
情報通信業（ＤＸ取組）

事業名：生成AIと動画制作システムを連携した添削動画自動生成システムの開発事業

【概 要】

・自社の添削事業において、外注による「人の添削」から「AIの添削」に順次

移行することにより省人化を行い経費を節減する。

・AIによるテキストの添削結果を自動で動画生成することにより、他のAI添削

サービスとの差別化を図り、サービスの売上向上を目指す。

【主な取組】

・英語版のAI添削システムを導入し、APIを開発。AIから排出されるテキスト

データを独自のシステムに蓄積する機構を開発した。

・蓄積されたテキストデータを用いて動画を自動で生成する機構を開発した。

・AIから生成される添削結果が適正なものとなるよう、チューニングを行った。

【事業の目標】

（定性目標）

・高品質な添削結果を、理解しやすく効果的な動画で提供する。

（定量目標）

・情報セキュリティ対策：令和5年10月「Security Action」★★二つ星取得

・労働生産性の伸び率：1年目 1.1％、2年目：7.5％、3年目：13.1％

【取組を行う背景】
・国内の約10万人の高校生を対象に英文添削サービスを行っているが、外部人
材による添削のため、経費がかさんでいる。
・AIを活用した英文添削は他社がサービス展開を開始しており、低価格化も進
んでいる。これに対抗するには新しいコンセプトの添削が必要である。

【効果（成果）】

・効果①：添削結果の提供スピードが増した。（一つにつき約３分で提供）

・効果②：類題の提示など、人力の添削では提供できないものを実現できた。

・効果③：「動画の添削」という新たなサービスで、他社との差別化ができた。

・効果④：国内外の協業企業による評価が高く、販路が広がった。

【本事業終了後の展開・展望（今後３ヶ年程度の後年度負担 等）】
・３年間合計で約1,000万円の添削経費を節減する。（当初の1年間で約200万円
の開発費を使用）
・学習塾へのサービス構築を行い、完成次第、宣伝・広告を行う。（広告費用
は約300万円）
・途上国でのサービス構築を行い、2026年１月から現地企業を通して販売を行
う。（開発費約200万円、広告費約100万円を使用）

AIによる添削結果を自動で動画化するシステムを構築。添削業務の省人化と差別化を実現！

クラウド AI

事業者：株式会社教育情報サービス（宮崎市）
資本金：6,450,000円 業種：情報通信業 従業員数：１７人県内取組事例

■生徒の英文に対する正しい英文を描画

■最終コメント（励まし）

R5追加事例


